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教科書分析による小学校 5年「小数の乗法」の指導の変遷

Ⅰ．はじめに

小学校 5 年における「小数の乗法（乗数が小数である

乗法）」は算数科の中でも指導が難しい内容の 1 つとさ

れる。そのため、これまで指導の改善や児童の学習過程

の解明など様々な実践・研究が行われてきている。研究

成果の有効性や今後の改善の方向性を検討する 1 つの方

法として、教科書を分析することも意義があると言え

る。小数の乗法に関連する教科書分析の先行研究として

以下のようなものがある。国際比較として、蒔苗 (2004)

はカリフォルニア州で使われている教科書を分析してい

る。汪・池田 (2015) は中国の教科書での除法の挿絵の

使われ方を比較している。特定の教科書を分析した研究

として、蒔苗 (2010) は昭和 22 年の教科書を分析してい

る。一連の教科書の変遷に着目した研究として、佐藤

(2018)、京極 (2017)、岸本 (2001,2018) がある。教科書分

析の視点として、佐藤 (2019) は TIMSS フレームワーク

の適用を試みている。岸本 (2000) は数学的モデル化を

視点として分析している。

学習指導要領の変遷を考察した研究（清水 ,2000; 中

村 ,2009）は数多いが、戦後の教科書を特定の単元に焦

点化してその変遷を明らかにした研究はほとんどない。

その理由として、教科書の改訂は、学習指導要領の改訂

とその間に概ね 3 年ごとに改訂され、改訂頻度が多く、

わが国では小学校算数では 6 社で発行され、そのすべて

を対象とするとその分析は厖大だからであると考えられ

る。しかしながら教科書の特定の単元に焦点化してその

変遷を明らかにすることも意義がある。

本稿の目的は、戦後の算数科の教科書における 5 年小

数の乗法の単元に関して 1 社の教科書に限定してその変

遷を分析し、その改善の方向性を明らかにする。

Ⅱ．分析の対象と枠組み

(1) 分析の対象
現在、小学校算数科の教科書は 6 社から出されている。

すべての教科書を対象とすべきであるが、一例として、

東京書籍発行の教科書を取り上げることとした（表 1 参

照）。その理由は、算数科において東京書籍のシェアが

一番高いとされているからである。他社の教科書の分析

は稿を改めて行うこととしたい。
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表 1. 教科書の改訂

年　度 書　　名

S33 年学習指導要領

S36 ～ S39(1961 ～ 1964) 　　　新しい算数 5 年

S40 ～ S42(1965 ～ 1967) 新編　新しい算数 5 年

S43 ～ S45(1968 ～ 1970) 新訂　新しい算数 5 年

S43 年学習指導要領

S46 ～ S48(1971 ～ 1973) 　　　新しい算数 5 年

S49 ～ S51(1974 ～ 1976) 新訂　新しい算数 5 年

S52 ～ S54(1977 ～ 1979) 新編　新しい算数 5

S52 年学習指導要領

S55 ～ S57(1980 ～ 1982) 　　　新しい算数 5 年

S58 ～ S60(1983 ～ 1985) 改訂　新しい算数 5 年

S61 ～ S63(1986 ～ 1988) 新編　新しい算数 5 年

S64 ～ H3(1989 ～ 1991) 新訂　新しい算数 5 年

H1 年学習指導要領

H4 ～ H7(1992 ～ 1995) 　　　新しい算数 5 年

H8 ～ H11(1996 ～ 1999) 新編　新しい算数 5 年

H12 ～ H13(2000 ～ 2001) 新訂　新しい算数 5 年

H10 年学習指導要領

H14 ～ H16(2002 ～ 2004) 　　　新しい算数 5 年

H17 ～ H22(2005 ～ 2010) 新編　新しい算数 5 年

H20 年学習指導要領

H23 ～ H26(2011 ～ 2014) 　　　新しい算数 5 年

H27 ～ H31(2015 ～ 2019) 新編　新しい算数 5 年

H29 年学習指導要領

R2 ～ (2020 ～ ) 　　　新しい算数 5 年

本稿では戦後の教科書（文部省著作の教科書を除く）

を対象とするが、昭和 26 年の学習指導要領では、乗数

が小数である乗法は中学校で取り扱われていることと生

活単元による学習指導であるので、「小数の乗法」とい

う単元として構成されていない。そのため昭和 33 年の

学習指導要領を反映した教科書から対象とすることとし

た。なお橋本 (2015) でも、昭和 33 年の学習指導要領を

反映した教科書から対象としている。

(2) 教科書分析の観点
教科書を以下のような観点で分析することとした。小

数の乗法には、具体的には、倍の乗法と積の乗法がある。

また小数の乗法で取り扱う場面として、数値による難易

度に着目すれば、（整数）×（帯小数）→（小数）×（帯

小数）→（整数）×（純小数）→（小数）×（純小数）

となる。

第 1 の観点として、倍の乗法において、どのような順

序で場面を取り上げているかである。第 2 の観点として、

その場面での数値である。第 3 の観点は、学習指導要領

改訂の影響である。また学習指導要領の改訂がなくとも

その間に何回か改訂がなされる。学習指導要領による改

訂とその間の改訂について検討する。

Ⅲ．分　析

(1) 取り上げられている場面と数値
各教科書で取り上げられている場面と場面で用いられ

る数値をまとめたものは表 2 である。（整数）×（帯小数）

の導入場面は、昭和 52 年以降リボンが用いられている。

（整数）×（純小数）の場面については、同じ導入場面

を使う場合と場面を変える場合が混在している。昭和

40 年～ 54 年までは同じ場面であったが、昭和 55 年か

ら別の場面になり、平成 12 年から同じ場面になり、平

成 27 年からはまた別の場面になっている。（小数）×（帯

小数）の場面は、油、針金、鉄の棒、鉄のパイプ、パイ

プであり、平成 12 年以降はパイプである。

数値に関して、（整数）×（帯小数）の場面について

は、被乗数については、3 桁であったが、昭和 52 年か

ら 2 桁になり、昭和 61 年から再び 3 桁になり、平成 14

年からは、2 桁に戻っている。乗数については、初期は 2.4

であったが、3.4 になり、最近は 2.3 になっている。（整

数）×（純小数）の場面については、初期は 0.6 であっ

たが、0.8 になり、最近は 0.6 に戻った。（小数）×（帯

小数）の場面については、被乗数は、初期では 0.92 であっ

たが、1.21 になり、最近は 2.14 になっている。乗数は、

初期は 1.8 であったが、最近は 3.8 になっている。面積

については、2.5 × 3.5 から 2.3 × 3.6 に変わっただけで、

変化はない。

(2) 場面の順序
数値からみた場面の順序は表 3 である。昭和 36 年の

教科書だけが、面積から始まる。その後は、リボンの場

面から導入され、「（整数）×（帯小数）→（整数）×（純

小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）」の展開が長

く続く。昭和 40 年の教科書では面積で（小数）×（帯

小数）が扱われているので、重複して（小数）×（帯小数）

の場面を扱わなくてもよいと考えたと推測される。その

後、「（整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純

小数）→（小数）×（帯小数）」の順序となり、最近は「（整

数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×

（純小数）→（面積）」で固定されている。まず通常の倍

の乗法を完成させ、その後面積の場面（積の乗法）であ

る乗法を取り扱う順序となった。つまり数値の難易に着

目するのではなく、倍と積を区別することを意識した展

開になっている。 

(3) 各教科書の概要
以下では各教科書の展開の特徴、概略、変更点を示す。

昭和 36～ 39 年度の教科書
導入場面は、「よし子さんたちは、工作に使う紙の大

きさをくらべました。よし子さんのは正方形で、1 辺

の長さが 26.5cm です。清さんのは長方形で、たてが

22.5cm、横が 30.5cm です。よし子さんの紙の面積は

どれだけでしょうか。」として面積の場面である（弥永

他 ,1961,p.103）。単位を cm から mm に換算して整数の



－ 80 － － 81 －

教科書分析による小学校 5年「小数の乗法」の指導の変遷

表 2. 取り上げられている場面と数値

使用年度 （整数）×（帯小数）（整数）×（純小数） （小数）×（帯小数） 面積

S33 年学習指導要領

S36 ～ S39 布、240 × 3.5 布、240 × 0.9 なし 22.5 × 30.5

S40 ～ S42 リボン、120 × 2.5 リボン、120 × 0.6 なし 2.5 × 3.5

S43 ～ S45 リボン、120 × 2.7 リボン、120 × 0.6 油、0.92 × 1.8 2.5 × 3.5

S43 年学習指導要領

S46 ～ S48 布、240 × 2.4 布、200 × 0.6 油、0.92 × 1.6 2.5 × 3.5

S49 ～ S51 布、200 × 2.4 布、200 × 0.6 油、0.92 × 1.6 2.5 × 3.5

S52 ～ S54 リボン、80 × 2.4 なし 針金、4.5 × 1.6 2.3 × 3.5

S52 年学習指導要領

S55 ～ S57 リボン、80 × 3.4 自動車、12 × 0.8 なし 2.3 × 3.6

S58 ～ S60 リボン、80 × 3.4 自動車、12 × 0.8 なし 2.3 × 3.6

S61 ～ S63 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 鉄の棒、1.21 × 3.3 2.3 × 3.6

S64 ～ H3 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 鉄の棒、1.21 × 3.3 2.3 × 3.6

H1 年学習指導要領

H4 ～ H7 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 食塩、2.17 × 2.8 2.3 × 3.6

H8 ～ H11 リボン、180 × 3.4 針金、20 × 0.8 鉄の棒、2.17 × 2.8 2.3 × 3.6

H12 ～ H13 リボン、180 × 3.4 リボン、180 × 0.8 鉄のパイプ、2.17 × 2.8 2.3 × 3.6

H10 年学習指導要領

H14 ～ H16 リボン、80 × 2.7 リボン、80 × 0.8 パイプ、2.3 × 2.8 2.3 × 3.6

H17 ～ H22 リボン、90 × 2.6 リボン、80 × 0.8 パイプ、2.3 × 2.8 2.3 × 3.6

H20 年学習指導要領

H23 ～ H26 リボン、80 × 2.3 リボン、80 × 0.8 パイプ、2.14 × 3.8 2.3 × 3.6

H27 ～ H31 リボン、80 × 2.3 土、400 × 0.6 パイプ、2.14 × 3.8 2.3 × 3.6

H29 年学習指導要領

R2 ～ リボン、80 × 2.3 土、400 × 0.6 パイプ、2.14 × 3.8 2.3 × 3.6

表 3.　数値からみた場面の順序

年　度 場面の順序

昭和 33 年学習指導要領

S36 ～ S39 （面積）→（整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（小数）×（帯小数）

S40 ～ S42 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

S43 ～ S45 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）

昭和 43 年学習指導要領

S46 ～ S48 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）

S49 ～ S51 （整数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）

S52 ～ S54 （整数）×（帯小数）→（面積）→（小数）×（帯小数）

昭和 52 年学習指導要領

S55 ～ S57 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）

S58 ～ S60 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）

S61 ～ S63 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）→（小数）×（帯小数）

S64 ～ H3 （整数）×（帯小数）→（面積）→（整数）×（純小数）→（小数）×（帯小数）

平成 1 年学習指導要領

H4 ～ H7 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

H8 ～ H11 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

H12 ～ H13 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

平成 10 年学習指導要領

H14 ～ H16 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

H17 ～ H22 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

平成 20 年学習指導要領

H23 ～ H26 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

H27 ～ H31 （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

平成 29 年学習指導要領

R2 ～ （整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）×（純小数）→（面積）

※「面積」の指導において、（帯小数）×（帯小数）を指導している。
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乗法として計算し、結果を cm に換算する方法である。

最初に（小数）×（小数）から導入されている。

（小数）×（純小数）に関して、0.2 × 0.4 の計算は具

体場面の提示がなく筆算の文脈で示され、同時に乗数と

結果の関係（1 より小さい小数をかけると、積はかけら

れる数よりも小さくなる）が示されている。

（整数）×（帯小数）に関して、面積の場面での小

数の除法が取り上げられたあと、「ものの代金」の表

題で、4m、3m、2m、1m の代金を求める計算のあと

「1m240 円のぬの 3.5m の代金はいくらでしょう。」（弥

永他 ,1961,p.114）という場面が示されている。比例関

係（3.5m の代金は 1m の値段の 3.5 倍になる）を根拠

に 240 × 3.5 の式が立てられる。次に 3.5m は 3m と 0.5m

と分けられ、50cm の代金は 1m の値段の半分であるこ

とを根拠に 240 ÷ 2 の式が立てられる。

その後、形式不易の原理（長さが整数で表されても、

小数で表されても、布の代金は次の式で求められる）を

根拠に、「代金 =1m のねだん×長さ（単位 m）」という

式が立てられる。

この教科書の特徴は、面積の場面で乗法が導入さ

れ て い る こ と で あ る。 教 科 書 に は 1cm
2=(10 × 10)

mm2=100mm2（1 辺が 10 倍になれば面積は 10 倍ではな

く 100 倍になる）が示されているが、児童は計算するた

めにはこの知識を適用する必要がある。純小数の乗法は

具体場面の提示がなく筆算の文脈で導入されている。一

方、倍を根拠（3.5m の代金は 1m の値段の 3.5 倍）に

立式していることと形式不易の原理（長さが整数で表さ

れても、小数で表されても、布の代金はかけ算で求めら

れる）が示されている。

昭和 40～ 42 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、導入場面は、リボン

の代金を求める場面に変わった。4m、3m、2m の代金

を求める場面のあと「1m のねだんが 120 円のリボン

2.5m の代金はいくらでしょうか。」という場面が示され

ている（弥永他 ,1965, p.99）。その場面を示すテープ図

が示されている。

結果の求め方は、「2.5m の代金は 2m の代金に、1m

の半分の代金をたしたもの」を根拠に、120 × 2 ＋ 120

÷ 2=300 という式が示されている。形式の不易の原理（リ

ボンの長さが小数で表されても代金を求めるときは、か

け算の式を使う）を根拠に、「1m の値段×長さ = 代金」

の式が示されている。

（整数）×（純小数）に関して、リボン 0.6m の代金

を求める文章題が示され、乗数と結果の関係（1 より小

さい小数をかけると、その積はかけられる数よりも小さ

くなる）が示されている。

面積を求める場面で、2.5 × 3.5 が示されている（小

数×小数）。

特徴は、倍の場面（テープの長さと代金）が面積の文

章題場面よりも先に扱うようになったこととテープ図が

用いられていることである。また学習指導要領は変わっ

ていないが、内容が大きく変化している。

昭和 43～ 45 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、導入場面は、乗数が 2.5m

から 2.7m に変わった。

（小数）×（帯小数）に関して、「1ℓの重さが 0.92kg

の油があります。この油 1.8ℓの重さは何 kg でしょう

か。」という場面が取り上げられている（弥永他 ,1968, 

p.102）。

昭和 46～ 48 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、被乗数が 120 から

200 に変わり、乗数も 2.7 から 2.4 に変わった。そのあと、

同じ場面で 0.6m の布を求める文章題が示され、（整数）

×（純小数）が取り上げられている。そのあと長方形の

面積の場面が示される順序となった。計算のきまり（交

換法則、結合法則、分配法則）が取り上げられている。

（小数）×（帯小数）に関して、1ℓの重さが 0.92kg

の油に対して 1.6ℓの重さを求める場面で、小数×小数

の場面が取り上げられている。「80ℓの 0.7 倍は何ℓで

しょう。」という小数倍の場面も取り上げられている（弥

永他 ,1971, p.13）。

特徴は、整数×帯小数、整数×純小数の一連の場面が

取り上げられた最後に、面積の場面が取り上げられ、倍

の乗法と積の乗法が区別されていることである。また「計

算のきまり」が取り上げられている。

昭和 49～ 51 年度の教科書
主要な内容に関して変化はない。

昭和 52～ 54 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、被乗数が 200 から 80

に変わった。整数×純小数の場面がなくなり、面積の場

面に変わった。

（小数）×（帯小数）に関して、「1m の重さが 4.5g

のはりがねがあります。このはりがね 1.6m、0.6m の重

さを求める式を、それぞれ書きましょう。」として、（小

数）×（帯小数）と（小数）×（純小数）の場面が取り

上げられている（小平他 ,1977, p.31）。この場面に対し

て以下の 2 本の数直線図が示されるようになった（小平

他 ,1977, p.31）。



－ 82 － － 83 －

教科書分析による小学校 5年「小数の乗法」の指導の変遷

0 4.5 (g)

0 0.6 1 1.6 (m)

特徴は、上下 2 本の数直線図が示されるようになった

ことである。

小数倍に関する場面として、「明さんの体重は 35kg

です。明さんの体重をもとにすると、お父さんの体重は

2 倍、兄さんの体重は 1.4 倍あります。お父さん、兄さ

んの体重をそれぞれ求めてみましょう。」が示され、「倍」

が大きく取り上げられるようになったことも特徴である

( 小平他 ,1977,34）。

この場面はテープ図でも示されている。

35 (kg)

1 1.4 2

昭和 55～ 57 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、乗数が 2.4 から 3.4

に変わった。そのあと面積の場面が取り上げられている。

そして、（整数）×（純小数）の場面が復活した。

（小数）×（帯小数）に関して、「1ℓのガソリンで

12km 走る自動車があります。この自動車は、1.8ℓ、0.8

ℓのガソリンでそれぞれ何 km 走ることができるでしょ

うか。」という場面である（小平他 ,1980, p.35）。

昭和 58～ 60 年度の教科書
主要な内容に関して変化はない。

昭和 61～ 63 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、被乗数が 80 から 180

に変わった。

（整数）×（純小数）に関して、「1m の重さが 20g の

はり金があります。このはり金 1.8m の重さは何 g です

か。0.8m の重さは何 g ですか。」という場面になり、（整

数）×（純小数）の場面が自動車から針金に変わった（小

平他 ,1986, p.32）。

（小数）×（帯小数）に関して、「1m の重さが 1.21kg

の鉄のぼうがあります。この鉄のぼう 3.3m の重さは何

kg ですか。答えは四捨五入して上から 2 けたのがい数

で求めましょう。」として、（小数）×（帯小数）の場面

が復活し、併せて概数を求めることになっている（小平

他 ,1986, p.33）。

小数倍の乗法として、ブロック塀の長さが、棒の長さ

の 2.7 倍である場面に変わった。ただし、2.7 倍という

数値は明示されず、ブロック塀の図から読み取るように

なっている。また 1 本の数直線が示されるようになった

（小平他 ,1986, p.37）。

0 2 (m)

0 1 2 2.7 3

昭和 64～平成 3年度の教科書
主要な内容に関して変化はない。

平成 4～ 7年度の教科書
（小数）×（帯小数）に関して、鉄の棒から食塩に変わっ

た。

小数倍の乗法として、ブロック塀からロープの長さの

場面に変わった。数値は、0.8 倍、3 倍、3.6 倍が取り上

げられている。

平成 8～ 11 年度の教科書
（小数）×（帯小数）に関して、食塩から鉄の棒に戻った。

倍の乗法に関して、「いろいろな長さのテープがあり

ます。赤いテープの長さをもとにして、ほかのテープの

長さを比べましょう。」とし、赤 5m、白 10m、青 12m、

黄 4m になっている（広中他 ,1996, p.36）。倍を求める

ために　それぞれ 10 ÷ 5、12 ÷ 5、4 ÷ 5 の除法を使う

ことになる。

0

1 2 3

そのあと、「茶色のテープの長さは、赤いテープの長

さの 3.5 倍あります。またもも色のテープの長さは、赤

いテープの長さの 0.6 倍あります。赤いテープの長さは

5m です。茶色ともも色のテープの長さは、それぞれ何

m ですか。」という文章題が示されている（広中他 ,1996, 

p.37）。

テ ー プ 図 と と も に 数 直 線 が 示 さ れ て い る（ 広 中

他 ,1996, p.37）。
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特徴は、小数倍に関して、導入時には□×△の式によ

る小数倍ではなく、□÷△で小数倍を求めるようになっ

ていて、「小数倍」が理解できるように工夫されている。

小数の乗法の単元であるが、除法を用いて結果を求める。

平成 12～ 13 年度の教科書
（整数）×（純小数）に関して、「1m のねだんが 180

円のリボンがあります。このリボンを、1.8m と 0.8m

買います。代金が 180 円よりやすくなるのはどちらで

すか。」というように針金からリボンに変わり、問いか

けが結果の大小に焦点が当てられている（広中他 ,2000, 

p.31）。

平成 14～ 16 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、リボンの被乗数が

180 から 80 に変わり、乗数が 3.4 から 2.7 に変わった。（小

数）×（帯小数）に関して、鉄のパイプであったものが

単にパイプに変わり、被乗数が 2.17 から 2.3 に変わった。

小数倍の乗法について、「小数の除法」の単元のあと

に移動した。これは除法を用いて小数倍を求めるためで

あり、内容は小数倍という乗法であるが、演算は除法で

あるためであると言える。

「右の表は、よしこさんたちの家から駅までの道のり

を表しています。よしこさんの道のりをもとにすると、

ほかの人の道のりは、それぞれ何倍にあたりますか。

家から駅までの道のり

名まえ 道のり (km)

よしこ 2.4

あきら 3.6

みちこ 1.8

どんな計算をすればよいか考えましょう

0 1.8 2.4 3.6 (km)

0 1

（杉山他 ,2002, p.86）

このあと、「赤、青、黄色の 3 本のテープがあります。

赤いテープの長さは 5m です。青いテープは、赤いテー

プの 0.6 倍あります。青と黄色のテープは、それぞれ何

m ですか。」となっている（杉山他 ,2002, p.87）。

特徴は、小数倍の乗法が小数の除法のあとに移動し、

丁寧に取り扱われるようになったことである。

平成 17～ 22 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、リボンの乗数が 2.7

から 2.6 に変わった。小数倍に関して、小数の乗法の単

元に戻された。赤 5、白 10、青 12、黄 4 で赤のリボン

をもとにしたとき他のリボンの長さは何倍になるかを求

めるものに戻った。

平成 23～ 26 年度の教科書
（整数）×（帯小数）に関して、導入場面で乗数が 2.6

から 2.3 に変わった。（小数）×（帯小数）に関して、

パイプの場面で、被乗数が、2.3 から 2.14 になり、これ

までの小数点以下 2 位までの数値に戻った。

平成 27～ 31 年度の教科書
（整数）×（純小数）に関して、パイプの場面であっ

たのが土の場面に変わり、被乗数が、80 から 400 になり、

乗数も 0.8 から 0.6 に変わった。

令和 2年度の教科書
再び、小数倍は小数の除法の後に移動した。

「右の表のような長さのリボンがあります。もとにす

るリボンを決めて、いろいろなリボンの長さを比べま

しょう。」（藤井他 ,2020, p.64）

リボンの長さ

長さ (m）

赤 4

青 10

黄 5

特徴は、基準にする大きさが指定され、それに対応す

る大きさをも求めるものであったが、基準にする大きさ

を任意にしたことである。
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Ⅳ．議　論

教科書の内容の変化として、次のようなことが指摘で

きる。

(1) 数値による難易度に基づく場面の展開
小数の乗法において乗数の数値に着目すれば、難易度

は、（整数）×（帯小数）→（小数）×（帯小数）→（整数）

×（純小数）→（小数）×（純小数）である。初期では、

計算の仕方に基づいて、単に（整数）×（小数）→（小

数）×（小数）という順序であったが、乗数に着目して

（帯小数）→（純小数）の順序で示されるようになった。

(2) 図的表記の活用
初期では、テープ図が用いられていたものの、ほとん

どが数値中心の展開であった。しかしながら、テープ図、

1 本の数直線、2 本の数直線と順に導入されてきており、

図も多く用いられるようになってきた。

(3) 小数倍の重視
小数倍の指導については、初期では、「～倍」という

言葉による扱いであったが、別に小数倍の内容として扱

うようになった。「～倍」という言葉が示されているだ

けでは、児童は小数倍の意味を十分理解できないことか

ら、対象の小数倍自体を求めるようにして、小数倍の意

味を理解できるように工夫している。そのため小数の乗

法の単元内であっても、除法を用いて小数倍を求めるよ

うになった。また単元構成も除法を用いて小数倍を求め

ることから小数の除法の単元の後に位置づけられていた

教科書もあったが、小数の乗法の単元内で取り扱われる

ようになっている。改訂ごとに取り扱いが変化しており、

一定していない。またその取り扱い内容についても、変

化があり一定していない。従って小数倍の取り扱いにつ

いては、改善過程にあると言える。

Ⅴ．おわりに

本稿の目的は、戦後の算数科の教科書における 5 年小

数の乗法の単元に関して 1 社の教科書に限定し、その変

遷を分析することを通して、その改善の方向性を明らか

にすることであった。その結果、場面の取り扱いは、計

算の仕方による難易度から、文章題からの演算決定（乗

数が帯小数か純小数 ) による難易度に基づく取り扱いに

変わっている。テープ図から 1 本の数直線図、2 本の数

直線図が次第に導入され、現在では多くの図が用いられ

るようになり数量関係が理解できるようになっている。

小数倍の取り扱いについては、初期では「～倍」という

言葉による取り扱いのみであったが、次第に多くのペー

ジを設けて深く取り扱うようになっているが、単元構成

や取り扱いについては現在でも変化があり、一定してい

ない。

今後の課題として、他社の教科書も詳細に検討するこ

ととそれらとの比較が必要である。本稿では十分分析す

ることができなかった「小数倍」や「計算のきまり」も

その変遷を明らかにする必要がある。
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